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４月2日
臨時会

　
去
る
４
月
２
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
議
長
並
び
に
副
議
長
の
要
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
と
そ
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、
全
精
力
を
傾
け
こ

の
重
責
を
果
た
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
の
要
望
で
も
あ
り
ま
し
た
健
康
子
ど
も
課
が
新
設
さ
れ
、

希
望
に
満
ち
た
年
度
に
な
る
こ
と
を
感
じ
、
さ
ら
な
る
町
政
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

今
、地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
平
成
30
年
度
が
始
ま
り
、
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
雇
用
関

係
の
創
出
や
、
子
育
て
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
町
の
事
業
が
動
き

出
し
ま
す
。
議
会
の
立
場
よ
り
、
町
民
皆
様
が
住
み
よ
い
、
賑
わ

い
の
あ
る
千
代
田
町
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
行
政
の
監

視
あ
る
い
は
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
る
よ
う
全
力
で
頑
張
る
所
存
で
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
福
祉
向
上
と
町
の
伸
展
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
た
ち
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
構
成

議
会
構
成
がが
変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

議　長　髙橋祐二副議長　川田延明

就
任
の
あ
い
さ
つ
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

委　
員　
長　
　

柿
沼　

英
己

副
委
員
長　
　

森　
　

雅
哉

委　
　

員　
　

細
田　

芳
雄

　
　
　

襟
川　

仁
志

　
　
　

橋
本　

和
之

委　
員　
長　
　

川
田　

延
明

副
委
員
長　
　

大
澤　

成
樹

委　
　

員　
　

青
木　

國
生

　
　
　

小
林　

正
明

　
　
　

大
谷　

純
一

　
　
　

酒
巻　

広
明

委　
員　
長　
　

襟
川　

仁
志

副
委
員
長　
　

川
田　

延
明

委　
　

員　
　

青
木　

國
生

　
　
　

細
田　

芳
雄

　
　
　

柿
沼　

英
己

　
　
　

小
林　

正
明

◎
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会

　
　

柿
沼　

英
己

　
　

大
澤　

成
樹

◎
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会

　
　

川
田　

延
明

　
　

大
谷　

純
一

◎
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会

　
　

森　
　

雅
哉

　
　

橋
本　

和
之

◎
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会

　
　

髙
橋　

祐
二

　
　

酒
巻　

広
明

◎
太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合
議
会

　
　

髙
橋　

祐
二

◎
群
馬
東
部
水
道
企
業
団
議
会

　
　

髙
橋　

祐
二

総務課・財務課・経済課
農業委員会・都市整備課・会計課

住民福祉課・健康子ども課
環境下水道課・教育委員会

円滑な議会運営を行うために、議会
運営の全般について協議し、意見調
整を図ります。

所管課所管課

役
場
の
機
構
改
革
に
伴
い
、

役
場
の
機
構
改
革
に
伴
い
、

常
任
委
員
会
の
名
称
、
所
管
す
る
課
局
を

常
任
委
員
会
の
名
称
、
所
管
す
る
課
局
を

変
更
し
ま
し
た
。

変
更
し
ま
し
た
。

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
と
、

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
と
、

　

文
教
民
生
常
任
委
員
会
に
し

　

文
教
民
生
常
任
委
員
会
に
し

今
後
も
行
政
事
務
事
業
の
監
視
・
評
価
を
適
正
に

今
後
も
行
政
事
務
事
業
の
監
視
・
評
価
を
適
正
に

行
い
、
幅
広
く
調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

行
い
、
幅
広
く
調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。



《本会議》
6日 一般質問
7日・16日
 議案審議
12・14日
 予算審査
 （特別委員会）

《委員会》
8日 総務文教
9日 福祉産業 

…11日間

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
を
含
む
承
認
１
件
、
議
案
33
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
な
る
審

議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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▼3 　6 3　16

教育と文化の誇れる千代田町教育と文化の誇れる千代田町
継  生涯学習推進事業 ……………………… 605万円 生涯学習推進事業 ……………………… 605万円
拡  適応指導教室事業 ……………………… 158万円 適応指導教室事業 ……………………… 158万円
新   学校 ･家庭･地域連携協定推進事業 … 444万円学校･家庭･地域連携協定推進事業 … 444万円

（放課後子ども教室・千代田未来塾）（放課後子ども教室・千代田未来塾）

きめ細かい福祉社会の推進きめ細かい福祉社会の推進
継  健康増進事業 ……… 2,897万円 健康増進事業 ……… 2,897万円
継  福祉医療事業 ……… 1億　406万円 福祉医療事業 ……… 1億　406万円

未来へ向けたまちづくり未来へ向けたまちづくり
拡  都市計画道路整備事業 …… 1億3,183万円 都市計画道路整備事業 …… 1億3,183万円
新  市町村道路整備事業 ……… 2,472万円 市町村道路整備事業 ……… 2,472万円
　　(都市計画道路延伸) 　　(都市計画道路延伸) 

地方創生関係事業地方創生関係事業
継   ふるさと応援寄附金制度充実事業 ……… 1,364万円ふるさと応援寄附金制度充実事業 ……… 1,364万円
拡   ちよだ利根川おもてなしマラソン事業 … 1,117万円ちよだ利根川おもてなしマラソン事業 … 1,117万円

継   移住者住宅取得費等補助金交付事業 …… 500万円移住者住宅取得費等補助金交付事業 …… 500万円

　   平成30年度       一般会計総額一般会計総額
　　　　　　44億　　  7,700万円  7,700万円

未来創生 　のためにのために
予算を 　可決!!可決!!
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フットパスとは…“風景を楽しみながら歩くフットパスとは…“風景を楽しみながら歩く小小
こみちこみち
径径”のことです”のことです

5

一般会計予算の概要
　安定的な財源を確保するため徹底した経常経費の削減や自主財源の積極的な確保を行い、将来にわたり持続可能な
財政構造の構築を目指すとともに、これまでの行政課題を解決へ導くための各種事業にスピード感をもって取り組み、
千代田町の今後を見据 (みす ) えた、「未来志向の町政」を目指した予算編成を行いました。
　歳入歳出それぞれ 1 億 3,600 万円の減額となりました。

歳入 町税が前年度比 1.6％減の 21億 2,349 万円を見込み、地方交付税や国庫支出金及び各種交付金は、各種事業
に対する事業費に応じて見込める金額の予算が計上されました。

歳出 民生費における東小学校学童クラブ建築工事、消防費における防災拠点施設用地整備や教育費における施設等
改修工事の終了などにより、前年度比 2.9％の減額となりました。

施設長寿命化対策事業施設長寿命化対策事業
新   総合福祉センター管理運営業務委託事業 … 500万円総合福祉センター管理運営業務委託事業 … 500万円
　　(工事請負費）　　(工事請負費）
新   東西保育園管理運営事業 …………………… 1,198万円東西保育園管理運営事業 …………………… 1,198万円
新   東小施設整備事業 …………………………… 950万円東小施設整備事業 …………………………… 950万円
　　(施設改修工事費)　　(施設改修工事費)

行政サービスの向上行政サービスの向上
拡   自主防災組織活動助成事業 …………… 649万円自主防災組織活動助成事業 …………… 649万円
継   通学路･防犯灯･横断歩道整備事業 …… 1,085万円通学路･防犯灯･横断歩道整備事業 …… 1,085万円
新   町税等のコンビニ収納 ………………… 57万円町税等のコンビニ収納 ………………… 57万円

農工商振興と観光資源整備農工商振興と観光資源整備
継   農業振興費 ………………………………………… 3,113万円農業振興費 ………………………………………… 3,113万円
継   小規模農村整備事業 ……………………………… 1,617万円小規模農村整備事業 ……………………………… 1,617万円
新   「植木の里「植木の里　　ちよだ」活性化事業 ………………… 195万円ちよだ」活性化事業 ………………… 195万円
　　(生垣補助金・誕生記念樹・フットパス・オープンガーデン等)　　(生垣補助金・誕生記念樹・フットパス・オープンガーデン等)
新   公園管理事業 ………………………………………  1,790万円公園管理事業 ………………………………………  1,790万円
　　(公園補修等工事費)　　　(公園補修等工事費)　

新  …新規事業
拡  …拡充事業
  継  …継続事業

　  　    平成30年度  平成30年度      一般会計総額
　　　　　　44億　　  7,700万円　　　　　　44億　　

未来創生 　のために未来創生 　
予算を 　可決!!予算を 　
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予算審査予算審査特別委員会特別委員会
平成30年度の各会計予算を
審議するため特別委員会を設置し、
詳細に審議しました。その中で出された
約100件の質疑の一部を紹介します。

◎事件名
議案第29号　平成30年度千代田町一般会計予算

議案第30号　平成30年度千代田町国民健康保険特別会計予算　

議案第31号　平成30年度千代田町後期高齢者医療特別会計予算

議案第32号　平成30年度千代田町介護保険特別会計予算　　　

議案第33号　平成30年度千代田町下水道事業特別会計予算

◎審査年月日
平成30年３月12日・14日

◎委員会構成
議員全員
　 委 員 長：川田 延明
　 副委員長：髙橋 祐二　

    

問

年
々
増
加
し
て
い
る

外
国
人
労
働
者
の
税
金
滞

納
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答

今
年
度
は
外
国
語
の

催
告
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
対
策
は
、
県
と

協
議
し
て
い
ま
す
。

問

税
金
の
口
座
振
替
の

割
合
と
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に

つ
い
て
。

答
平
成
28
年
度
は
、

町
民
税
・
住
民
税
38
・
２
％

固
定
資
産
税
62
・
７
％

軽
自
動
車
税
69
・
３
％

国
民
健
康
保
険
税
49・６
％

で
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
納
税

者
の
利
便
性
は
向
上
し
ま

す
が
、
町
予
算
か
ら
１
件

57
円(
税
別)

の
手
数
料
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
口
座
振
替
も
推
奨
し
て

い
き
ま
す
。

問

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

答

機
構
改
革
が
あ
り
新

年
度
は
イ
ベ
ン
ト
の
見
直

し
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
済
課
と
連
携
し
て
集

客
力
の
あ
る
産
業
祭
に
子

育
て
や
健
康
の
コ
ー
ナ
ー

を
出
店
す
る
予
定
で
す
。

問

館
林
厚
生
病
院
の
医

師
確
保
と
町
の
負
担
金
に

つ
い
て
。

答

昨
年
度
は
、
３
名
の

医
師
が
増
え
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、
２
名
の
確

保
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

負
担
金
は
館
林
が
73
％
、

残
り
を
人
口
割
、
利
用
者

数
割
で
４
町
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

問

資
源
ご
み
を
回
収
し

た
事
に
よ
る
町
の
負
担
金

に
つ
い
て
。

答

本
町
の
平
成
28
年
度

資
源
ご
み
回
収
の
状
況
で

す
。

　

金
属
類
約
１
０
８
ｔ
を

不
燃
ご
み
と
し
て
処
理
し

た
場
合
１
０
４
９
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。

　

紙
類
約
１
７
６
ｔ
で
２

０
８
万
円
で
す
。

　

今
後
も
資
源
ご
み
回
収

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

主
な
質
疑

6
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問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
発
行
は
進
ん
で
い
る
か
。

答

人
口
の
約
１
割
で
１

０
０
０
枚
弱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
抜
本
的
強
化
対
策

も
含
め
町
民
に
周
知
徹
底

し
て
い
き
ま
す
。

問

平
成
30
年
度
は
電
子

入
札
で
す
べ
て
進
め
る
の

か
。

答

平
成
29
年
度
よ
り
始

め
平
成
30
年
度
も
引
き
続

き
建
設
・
土
木
工
事
を
電
子

入
札
と
し
ま
す
。
金
額
の

少
な
い
小
さ
な
工
事
や
物

品
に
つ
い
て
は
一
部
紙
入

札
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

新規事業の生垣補助新規事業の生垣補助

問

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
利
用
者
と
費
用
に

つ
い
て
の
現
状
は
。

答

１
日
平
均
で
、
10
名

前
後
の
利
用
者
が
い
ま
す
。

　

町
か
ら
の
委
託
料
で
運

営
し
て
い
ま
す
が
、
介
護

保
険
か
ら
介
護
予
防
費
と

し
て
、
利
用
者
か
ら
も
一

部
利
用
料
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

問

部
活
動
指
導
員
は
い

つ
か
ら
配
置
さ
れ
る
の
か
。

答

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
方

針
が
発
表
さ
れ
た
と
報
道

が
あ
り
、
詳
し
い
事
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問

小
中
学
校
で
図
書
費

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
。

答

昨
年
日
本
一
の
読
書

の
ま
ち
で
研
修
し
、
読
書

を
増
や
す
の
は
予
算
だ
け

で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で

減
額
し
ま
し
た
。
今
後
も

子
ど
も
の
読
書
が
増
え
る

よ
う
考
え
て
行
き
ま
す
。

問

東
小
の
プ
ー
ル
が
廃

止
に
な
る
こ
と
で
夏
休
み

の
保
護
者
の
監
視
業
務
は

な
く
な
る
の
か
。

答

温
水
プ
ー
ル
を
使
用

し
ま
す
の
で
保
護
者
の
監

視
は
な
く
な
り
ま
す
。

問

温
水
プ
ー
ル
の
燃
料

費
が
２
５
０
万
円
増
額
さ

れ
て
い
る
要
因
は
。

答

重
油
代
が
高
騰
し
て

い
る
た
め
で
す
。

問

集
会
所
の
管
理
運
営

費
は
改
善
で
き
な
い
の
か
。

答

新
年
度
に
実
施
さ
れ

る
集
会
所
運
営
委
員
会
で

話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

問

里
東
団
地
の
空
き
状

況
は
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
空
き
を
減
ら
せ
な

い
の
か
。

答

55
戸
中
12
戸
が
空
い

て
い
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
と
、
家
賃
を
上
げ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
今
後

は
運
営
方
法
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問

嘱
託
登
記
と
は
ど
の

よ
う
な
事
業
か
。

答

過
去
に
道
路
拡
幅
工

事
を
し
た
中
で
、
何
か
の

原
因
で
買
収
し
た
部
分
が

町
の
公
衆
用
道
路
に
な
っ

て
い
な
い
土
地
が
い
く
つ

も
あ
る
た
め
登
記
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

問

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

事
業
の
成
果
と
施
工
業
者

数
は
。

答

申
請
件
数
は
平
成
28

年
度
が
25
件
、
平
成
29
年

度
は
現
在
17
件
で
す
。
町

内
で
は
約
50
社
の
施
工
業

者
が
い
ま
す
。

問

植
木
関
連
の
新
規
事

業
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答

生
垣
補
助
金
、
誕
生

記
念
樹
、
フ
ッ
ト
パ
ス
、

オ
―
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
等
の

事
業
で
植
木
の
里
を
Ｐ
Ｒ

し
て
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
防
除
は
役
場
職
員
が
無

料
で
作
業
し
て
い
る
が
、

民
間
委
託
や
有
料
に
す
る

な
ど
改
善
す
る
べ
き
事
業

で
は
な
い
か
。

答

状
況
を
見
な
が
ら
近

い
将
来
に
は
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

問

健
康
診
断
の
受
診
率

と
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
に
つ
い
て
。

答
本
町
は
県
内
6
位
で
、

大
変
受
診
率
が
高
い
で
す
。

受
診
率
が
高
い
か
ら
医
療

費
が
高
い
と
の
捉
え
方
で

は
な
く
、
受
診
す
る
こ
と

で
早
期
発
見
が
で
き
、
高

額
の
医
療
費
が
抑
制
さ
れ

ま
す
。

下
水
道
事
業

問

下
水
道
整
備
の
完
了

は
。

答

県
の
汚
水
処
理
計
画

の
中
期
計
画
が
平
成
39
年

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町

で
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
平

成
39
年
度
を
目
安
に
下
水

道
整
備
を
完
了
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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項　　 目 予 算 額 対前年度増減額 備　　　考

国民健康保険
特 別 会 計

13億6,875万円 ▲1億9,316万円
制度改正により、県が財政運営の責任主体として国民健康保険の中
心的な役割を担い、制度の安定化が図られます。町では、医療費抑
制のため、特定健診受診率の向上と的確な保健指導により一層取り
組んでいきます。

後期高齢者医療
特 別 会 計

1億 1,958万円 1,369万円
被保険者の方々へ制度周知を行うとともに、ジェネリック医薬品の
利用促進や重複・頻回受診の削減に努め、制度の安定化を図ってい
きます。

介 護 保 険
特 別 会 計

8億6,020万円 ▲6,493万円

高齢化がピークを迎える2025年を見据え、介護サービスの提供体制
の確保とともに、在宅医療・介護連携の推進、生活支援体制の整備、
認知症高齢者の支援等に取り組み、高齢者が介護や支援を必要とす
る状態になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、
「地域包括ケアシステム」の構築を進めていきます。

下 水 道 事 業
特 別 会 計

2億2,501万円 670万円
新たに拡大した事業認可区域においても管渠整備に着手するととも
に、引き続き、赤岩２区地内の未整備地区においてサービス管の整
備を進め、供用開始区域を拡大する予定です。

平成30年度   特別会計予算の概要

千
代
田
町
課
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

問

１
課
・
１
係
増
え
る

こ
と
に
よ
り
、
人
件
費
と

人
員
は
足
り
る
の
か
。

答

人
件
費
は
、
１
２
１

万
円
ほ
ど
増
額
し
ま
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
人
員
は
現
状
通
り

で
、
仕
事
量
の
分
散
化
を

図
り
ま
す
。

問

観
光
係
は
ど
の
よ
う

な
係
か
。

答

商
工
統
計
係
を
商
工

観
光
係
に
改
め
、
町
外
か

ら
の
観
光
客
を
増
や
す
た

め
、
観
光
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
を
研
究
し
て
実
行
し

て
い
き
ま
す
。

主
な
質
疑

千
代
田
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を

町
と
県
で
共
同
運
営
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

問

医
療
費
分
で
資
産
割

を
残
し
た
理
由
は
。

答

資
産
割
を
廃
止
す
る

と
急
激
な
税
額
変
更
に
繋

が
る
の
で
、
段
階
的
に
割

合
を
下
げ
て
い
き
ま
す
。

千
代
田
町
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
積

極
的
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
基
本
報
酬
に
加
え

て
能
力
報
酬
を
支
給
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

問

能
力
給
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答

活
動
実
績
と
成
果
実

績
が
あ
り
、
月
額
４
７
０

０
０
円
以
内
で
町
長
が
定

め
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

問

活
動
記
録
簿
の
内
容

と
保
存
期
間
は
。

答

各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
実
施
内
容
を
そ
の
都
度

記
入
し
ま
す
。
ま
た
、
５

年
間
保
存
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

歳
入
で
は
、
町
税
、
分

担
金
・
負
担
金
、
寄
附
金
、

諸
収
入
を
そ
れ
ぞ
れ
追

加
。使
用
料
及
び
手
数
料
、

国
県
支
出
金
、財
産
収
入
、

町
債
に
つ
い
て
は
、
実
績

や
額
の
確
定
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
減
額
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
年
度
末
に
よ

り
一
般
経
費
や
工
事
費
等

を
精
査
し
不
用
額
を
減
額

し
ま
し
た
。

問

予
防
接
種
事
業
・
が

ん
検
診
事
業
・
妊
婦
委
託

健
康
診
査
事
業
で
大
幅
な

減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答

過
去
の
実
績
と
前
年

度
の
人
数
を
か
ん
が
み
ま

し
た
が
、
今
年
度
の
受
診

者
が
予
想
を
下
回
っ
た
た

め
で
す
。

新設された健康子ども課新設された健康子ども課
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問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
金
１
０
０
万
７
０
０

０
円
が
減
額
に
な
っ
た
理

由
は
。

答

申
請
金
額
に
対
し
て

補
助
対
象
が
確
定
し
、
交

付
金
額
が
減
っ
た
た
め
で

す
。

問

定
住
・
移
住
促
進
事

業
で
、
減
額
と
な
っ
た
理

由
と
実
績
は
。

答

新
婚
世
帯
家
賃
応
援

補
助
事
業
と
三
世
代
同
居

支
援
補
助
事
業
の
そ
れ
ぞ

れ
１
件
分
を
残
し
減
額
し

ま
し
た
。

平
成
28
年
に
議
会
よ
り

「
子
育
て
と
教
育
に
関
す
る
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ

と
」
を
要
望
書
で
提
出
し
、
新
年
度
よ
り
１
課
増
の

８
課
３
局
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

【
健
康
子
ど
も
課
】

　

住
民
福
祉
課
及
び
教
育

委
員
会
の
子
育
て
部
門
を

統
合
し【
子
育
て
支
援
係
】

に
、
環
境
保
健
課
の
保
健

部
門
を
【
健
康
推
進
係
】

と
し
て
、
こ
の
２
係
で
課

の
運
営
を
し
ま
す
。

【
環
境
下
水
道
課
】

　

環
境
保
健
課
の
環
境
係

と
下
水
道
係
の
２
係
で
課

の
運
営
を
し
名
称
変
更
し

ま
す
。

　

新
婚
世
帯
家
賃
応
援
補

助
金
の
申
請
者
は
、
継
続

１
件
・
新
規
３
件
で
す
。

問

定
住
・
移
住
補
助
事

業
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
住
民
福
祉
課
、
都
市
整

備
課
に
訪
れ
た
方
に
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

役場内に設置された環境下水道課役場内に設置された環境下水道課

｢千代田町議会委員会条例の一部を
改正する条例｣ が議会運営委員長
より提出され可決しました。

内容
説明

千代田町課設置条例の一部を改正する条例が
可決、1課増の８課３局体制になることから、
所管に関する事項等を見直しました。
総務文教常任委員会を総務産業常任委員会に、
福祉産業常任委員会を文教民生常任委員会と
改めました。
各所管に関する事項・他の常任委員会に属し
ない事項も含め改めるものです。

本条例の施行期日は平成30年４月１日です。

発 議

項 　　　目 補 正 額 補正後予算額
一般会計補正予算（第６号） ▲1,679万円 47億7,944万円
国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ▲609万円 15億5,786万円
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 960万円 1億1,560万円
介護保険特別会計補正予算（第３号） ▲4,406万円 9億3,535万円
下水道事業特別会計補正予算（第３号） ▲816万円 2億3,152万円

平成29年度   一般会計・特別会計補正予算
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審議議案と議員の賛否
議 案 番 号

議　員　名

議　案　名

大
澤 

成
樹

酒
巻 

広
明

橋
本 

和
之

大
谷 

純
一

森　

 

雅
哉

川
田 

延
明

髙
橋 

祐
二

小
林 

正
明

柿
沼 

英
己

細
田 
芳
雄

青
木 
國
生

襟
川 
仁
志

議決結果
（賛成:反対）

第１回定例会

承 認 １ 号 専決処分事項の承認を求めることについて（平成29年度千
代田町一般会計補正予算（第５号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議 案 １ 号 邑楽館林医療事務組合規約の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議 案 ２ 号 千代田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議 案 ３ 号 千代田町工場立地法に基づく地域準則条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案 ４ 号 千代田町居宅生活支援事業利用料徴収条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案 ５ 号 千代田町課設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案 ６ 号 千代田町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案 ７ 号 千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案 ８ 号 千代田町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案 ９ 号 千代田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案10号 千代田町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案11号 千代田町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案12号
千代田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案13号 千代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案14号
千代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案15号 千代田町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案16号 千代田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案17号 千代田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案18号 千代田町立学校設置条例及び千代田町学童保育所の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

議案19号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案20号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案21号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案22号 町道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案23号 町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案24号 平成29年度千代田町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案25号 平成29年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案26号 平成29年度千代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案27号 平成29年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案28号 平成29年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案29号 平成30年度千代田町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案30号 平成30年度千代田町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案31号 平成30年度千代田町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案32号 平成30年度千代田町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議案33号 平成30年度千代田町下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
発 議 １ 号 千代田町議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

10
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全国町村議会議長会及び群馬県町村議会議長会から
自治功労者表彰を受賞

商工会青年部との商工会青年部との意見交換会を開催！を開催！

群馬県町村議会議長会からも議員として
10年以上在職されましたことに対し表彰
を受けられました。

群馬県町村議会議長会副会長として
全国町村議会議長会から町村議会議
員特別表彰を受けられました。

本町における現状や今後の対応について意見交換しました。

●平成30年２月８日(木)
 　午後４時00分～　役場　３階　全員協議会室

ほ
場
整
備
に
つ
い
て

　

一
部
地
域
で
整
備
が
進
ん

で
い
る
が
他
の
地
区
は
用
水

路
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
休
耕
地
も
増
え
る

と
予
想
さ
れ
、
農
地
の
集
積

化
・
効
率
化
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
確
保
の
有
効
な

手
段
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
体

験
型
返
礼
品
も
考
え
て
い
る

の
で
青
年
部
で
も
ア
イ
デ
ア

を
提
案
し
て
も
ら
い
た
い
。

高
齢
者
の
車
社
会
に
つ
い
て

　

免
許
証
の
自
主
返

納
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

現
状
の
補
助
事
業

以
外
に
先
進
安
全
自

動
車
購
入
費
補
助
等

の
導
入
も
訴
え
て
い

き
た
い
。

水
害
対
策
に
つ
い
て

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

確
認
し
て
ほ
し
い
。
防
災
協

定
を
結
び
１
８
８
６
人
分
の

収
容
が
可
能
で
あ
る
。

　

町
内
９
ヶ
所
で
自
主
防
災

組
織
が
あ
り
、
今
後
は
横
の

繋
が
り
も
必
要
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

出
産
一
時
金
は
現
状
で
は

な
い
。
学
童
保
育
所
等
の

ハ
ー
ド
整
備
を
充
実
さ
せ
待

機
児
童
ゼ
ロ
政
策
を
と
っ
て

い
る
。
ま
た
、
英
語
教
育
に

重
点
を
置
き
、
中
学
生
の
英

検
無
料
化
は
先
進
的
な
取
組

み
で
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
道
路
は
川
俣
駅

ま
で
一
本
で
行
け
る
計
画
で

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

の
活
性
化
の
た
め
、
全
員
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画

し
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

ほ
場
整
備
と
は
…

農
地
や
農
地
に
関
す
る
周
辺

整
備
の
事
で
す
。

11

議場での受賞風景
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そこが聞きたいそこが聞きたい
７７議員が登壇議員が登壇

一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般におけ
る事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、報告・説明
を求め、または疑問を問いただすことをいいます。

一 般 質 問

大谷　純一 議員

① 町の財政は健全か
② 教育財産の改修と合理化について

P.13 P.14小林　正明 議員

① 農地の有効利用推進の考えは

P.16柿沼　英己 議員

① 部活動指導員配置促進事業について

P.18橋本　和之 議員

① 任期後半の町政運営方針について
② 寄附金の使い道と具体的事業への　 
　 寄附金募集について

P.17酒巻　広明 議員

① 高齢者ドライバーの安心安全対策に
　 ついて
② にぎわいのあるまちづくりから
　 定住･移住に繋げる対策について

P.19大澤　成樹 議員

① 特定外来生物対策について
② 所有者不明の土地問題について

森　雅哉 議員

① 町への要望の対処法について

P.15
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老朽化が心配される西小プール老朽化が心配される西小プール

(※1)実質収支比率……町の収支の割合(※1)実質収支比率……町の収支の割合
(※2)経常収支比率……低いほど財政に余裕がある(※2)経常収支比率……低いほど財政に余裕がある
(※3)実質公債費比率…低いほど借入金の返済以外で自由に使えるお金が多い(※3)実質公債費比率…低いほど借入金の返済以外で自由に使えるお金が多い

実質公債費比率(借入金)が
微増しているが

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

西小と中学校のプールも
老朽化が進んでいていつ
まで使えるのかなぁ

つぶやき

問　
実（
※
1
）質

収
支
比
率
が

５
％
以
下
に
な
ら
な
い
理

由
は
何
か
。

（
３
％
〜
５
％
の
範
囲
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
）

財
務
課
長　

歳
入
歳
出

を
精
査
し
予
算
計
上
額
の

精
度
を
上
げ
適
正
に
保
ち

た
い
。

問　
経（
※
2
）常収

支
比
率
が
悪

化
し
て
い
る
が
。

（
75
％
が
適
正
で
80
％
を
超
え
る

場
合
は
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

欠
い
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
）

財
務
課
長　

本
町
で
は

近
年
90
％
付
近
を
推
移

し
て
い
て
、
扶
助
費
等
の

義
務
的
経
費
が
伸
び
て

い
る
た
め
で
、
経
常
的
収

入
を
増
や
し
経
常
的
経

費
の
縮
減
を
図
り
改
善

に
努
め
た
い
。

問　
実（
※
3
）質公

債
費
比
率
が

年
々
上
昇
し
て
い
る
が
。

（
早
期
健
全
化
基
準
25
％
以
上
）

財
務
課
長　

本
町
の
平
成

28
年
度
は
７
・
４
％
で
県

内
町
村
よ
り
若
干
高
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
館

林
厚
生
病
院
、
館
林
地
区

消
防
組
合
、
太
田
市
外
三

町
広
域
清
掃
組
合
の
負
担

金
が
今
後
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
実
質

公
債
費
比
率
も
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
特
に
問
題

な
く
、
町
の
借
り
入
れ
る

起
債
の
残
高
が
著
し
く
増

加
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

問　
標
準
財
政
規
模
を
上

げ
る
に
は
。

財
務
課
長　

ジ
ョ
イ
フ

ル
本
田
西
側
の
商
業
用
地

へ
の
誘
致
や
新
規
工
業
団

地
の
販
売
で
税
収
を
増
加

さ
せ
た
い
。

中
学
校
校
舎
は
あ
と
何
年
使
用
す
る

予
定
か

【
教
育
長
】　

10
年
程
度
使
用
す
る
予
定
で
す

問　
中
学
校
校
舎
は
あ
と

何
年
使
用
す
る
予
定
か
。

教
育
長　

改
築
の
試
算

で
15
億
円
以
上
の
費
用

が
予
想
さ
れ
、
基
金
を

順
調
に
積
み
立
て
た
と

し
て
も
10
年
程
度
は
使

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問　
東
小
の
プ
ー
ル
を
廃

止
し
て
温
水
プ
ー
ル
を

使
用
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
西
小
も
合
理
化
で
き

な
い
か
。

教
育
長　
調
査
研
究
し

合
理
化
へ
向
け
て
検
討

し
た
い
。

【 財務課長 】特に問題ないです

平成26年度 平成27年度 平成28年度
実質収支比率 8.3％ 7.7％ 5.7％
経常収支比率 91.1％ 90.2％ 94.2％
実質公債費比率 6.6％ 7.0％ 7.4％
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進んでほしい農地拡大事業進んでほしい農地拡大事業
つぶやき

遊休農地の利活用で
稼げる農業になると
いいなぁ

担い手確保や経営安定化対策は

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

問　
農
地
中
間
管
理
機
構

の
現
状
は
。

町
長　

認
定
農
業
者
は
、

個
人
が
54
人
と
４
法
人
で

す
。
平
成
24
年
と
の
比
較

で
個
人
が
20
人
と
２
法
人

の
増
で
す
。
平
成
27
年
度

に
お
け
る
経
営
所
得
安
定

対
策
の
補
助
金
事
業
の
対

象
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
が
Ｊ
Ａ
な
ど
と

連
携
し
て
農
地
の
貸
し
借

り
を
行
い
、
合
わ
せ
て
農

地
の
集
積
や
集
約
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。
農
地
の

貸
し
手
登
録
が
延
べ
１
１

４
名
、
借
り
手
登
録
が
43

名
、
農
地
集
積
が
42
・
３

ha
で
す
。

問　
遊
休
農
地
（
耕
作
放

棄
地
）
の
再
利
用
策
は
。

町
長　

平
成
28
年
度
の

遊
休
農
地
面
積
は
６
・
７

ha
で
あ
り
、
再
生
困
難
な

問　
担
い
手
確
保
、
経
営

安
定
化
対
策
は
。

町
長　

平
成
24
年
度
よ

り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作

成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
域
の
中
心
と
な

る
担
い
手
を
位
置
づ
け
る

こ
と
で
、
新
規
就
農
者
の

支
援
や
農
地
集
積
の
事
業

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
の

経
営
規
模
の
拡
大
も
図
り

ま
す
。

　

経
営
安
定
化
対
策
の
基

盤
整
備
は
、
農
道
の
舗
装

工
事
・
農
業
用
水
・
排
水

路
施
設
の
整
備
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　
新
た
な
就
農
者
を
確

保
す
る
対
策
は
。

町
長　

就
農
形
態
の
多

様
な
相
談
を
町
と
Ｊ
Ａ
そ

し
て
館
林
地
区
農
業
指
導

セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
対

応
す
る
と
と
も
に
国
、
県

や
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
紹
介
す
る
な
ど
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
と
し
て
就
農
準
備

や
経
営
開
始
へ
の
支
援
や

農
業
機
械
経
費
の
一
部
の

支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

遊
休
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

規
模
を
拡
大
し
た
い
農
家

が
い
れ
ば
売
却
や
賃
貸
借

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

【 町長 】認定農業者の経営規模の
　　　    拡大を進めて行きたい
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区長からの要望で設置されたセーフティコーン区長からの要望で設置されたセーフティコーン

工事の施工後に
最終的な判断はしているか

森　 雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

工事の進捗状況や完成
度について、きちんと
管理されていることが
確認できました

つぶやき

問　
町
外
の
方
が
町
役
場

へ
補
修
等
の
要
望
を
出
し

た
場
合
、
そ
の
要
望
を
直

接
担
当
区
長
の
と
こ
ろ
へ

行
く
よ
う
に
お
願
い
を
し

て
い
る
か
。

総
務
課
長　

担
当
区
長

の
住
所
を
教
え
て
い
ま
す

が
、
も
し
場
所
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
役
場
か
ら

担
当
区
長
に
連
絡
を
し
て

い
ま
す
。

問　
工
事
の
進
捗
状
況
な

ど
は
役
場
か
ら
伝
え
て
い

る
か
。

総
務
課
長　

緊
急
を
要

す
る
補
修
工
事
等
に
つ
い

て
は
、
報
告
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
状
況
に
よ
っ
て
、

工
事
予
定
や
進
捗
な
ど
を

区
長
に
報
告
し
立
ち
会
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

不
明
な
点
等
、
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
て
答
え
さ
せ

て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

問　
工
事
の
完
成
後
の
確

認
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

都
市
整
備
課
長　
施
工
中

に
段
階
確
認
を
適
宜
行
い
、

関
係
者
の
要
望
等
を
で
き

る
だ
け
聞
い
て
施
工
し
て

い
ま
す
の
で
、
仕
上
が
り

具
合
は
も
ち
ろ
ん
、
期
待

し
て
い
る
効
果
が
満
た
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は

施
工
過
程
に
お
い
て
随
時

対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

地
元
の
区
長
や
関
係
者

と
十
分
確
認
を
と
っ
た
り
、

現
場
を
直
接
見
て
も
ら
い

施
工
し
て
い
ま
す
。

【 町長 】担当職員が確認をしています

問　
施
工
後
に
実
際
に
使

用
し
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま

え
て
完
成
に
つ
い
て
最
終

的
な
判
断
を
し
て
い
る
か
。

町
長　

担
当
職
員
が
施
工

状
況
の
工
程
検
査
を
行
い
、

物
件
に
よ
っ
て
は
保
証
期

間
が
あ
る
の
で
必
要
に
応

じ
手
直
し
等
の
指
示
を
出

し
て
い
ま
す
。
施
工
不
良

が
あ
っ
た
場
合
は
、
修
正

や
や
り
直
し
な
ど
の
対
応

を
と
っ
て
い
る
の
で
基
本

的
に
完
成
後
に
や
り
直
し

が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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教員の指導のもとサッカーの練習をしている生徒たち教員の指導のもとサッカーの練習をしている生徒たち

つぶやき

中学生の部活は、
一生の宝物に
なるよねぇ～

部活動の質向上のため、
部活動指導員はどうするのか

問　

中
学
校
教
員
で
部
活

動
担
当
の
競
技
経
験
者
割

合
は
。

教
育
長　
全
教
員
が
部
活

動
の
顧
問
ま
た
は
副
顧
問

と
な
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
、

美
術
、
体
育
の
教
員
を
除

い
て
顧
問
を
務
め
る
部
の

競
技
を
経
験
し
て
い
る
教

員
の
割
合
は
約
65
％
で
す
。

問　

学
校
教
員
の
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う

に
し
た
い
と
思
う
か
。

教
育
長　
役
割
分
担
で
き

る
と
こ
ろ
は
分
担
す
る
こ

と
で
、
教
員
が
専
門
職
と

し
て
児
童
生
徒
の
指
導
に

専
念
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
工
夫
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

部
活
動
の
質
向
上

に
つ
い
て
、
部
活
動
指
導

員
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入

習
を
行
っ
た
り
、
技
術
の

向
上
を
目
指
し
た
り
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

前
橋
市
で
は
平
成

30
年
度
予
算
に
部
活
動

指
導
員
配
置
促
進
事
業

が
始
ま
る
と
出
て
い
ま
し

た
が
、
本
町
は
ど
の
よ
う

に
な
る
か
。

教
育
長　
平
成
30
年
度
に

１
名
の
要
請
を
行
う
予

定
で
す
。
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
初
予
算
編
成

時
に
補
助
金
額
が
確
定

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
補
正
予
算
に
て
計
上

さ
せ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

問　

移
住
・
定
住
の
観

点
か
ら
も
教
育
の
充
実
と

い
う
の
は
重
要
だ
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

新
年
度
で
は
新

た
に
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
、
千
代
田
未
来
塾
を
実

施
し
ま
す
。

　

英
語
検
定
受
検
助
成

事
業
も
引
き
続
き
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
充
実
に
も
力
を

入
れ
ま
し
て
、
今
後
と
も

各
種
事
業
を
実
施
し
、
少

し
で
も
人
口
増
加
が
図
れ

る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　
競
技
経
験
者
が

い
な
い
部
に
つ
い
て
、
優

先
的
に
部
活
動
指
導
員
が

配
置
で
き
れ
ば
、
生
徒
の

能
力
に
応
じ
た
適
切
な
練

【 教育長 】競技経験者がいない部から
　　　　    優先的に部活動指導員を配置したい

柿沼 英己議員
H I D E M I  K A K I N U M A
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第２回ちよだ利根川おもてなし第２回ちよだ利根川おもてなし
マラソン参加者に配布された町マラソン参加者に配布された町
ＰＲパンフレットＰＲパンフレット

補助金等を支給する考えは

高齢者ドライバーによ
る事故を防止し、事故
時における被害の軽減
を図りたい。
交通安全について家族
で考えてみませんか！

つぶやき

問　
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
す
対
策
は
。

町
長　

広
報
紙
や
回
覧

板
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
な

ど
で
交
通
安
全
の
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

は
ど
の
よ
う
な
事
故
を
起

こ
し
や
す
い
の
か
。

町
長　

平
成
28
年
度
は
、

交
差
点
の
出
会
い
頭
の
事

故
が
最
も
多
く
、
続
い
て

追
突
事
故
で
す
。

問　
安
全
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
し
た
車
を
購

入
す
る
際
に
、
補
助
金
等

を
支
給
す
る
考
え
は
。

町
長　
世
の
中
の
対
応
を

見
据
え
な
が
ら
、
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

域
で
の
既
存
集
落
の
ま
と

ま
り
に
つ
い
て
、
10
年
、

20
年
、
30
年
後
も
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　
問　
都
市
計
画
道
路
、
赤

岩
・
新
福
寺
線
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
か
ら

定
住
・
移
住
に
つ
な
げ
る
対
策
は

【
町
長
】　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き

 

ま
す

【 町長 】対応を見ながら
　　　　調査研究を行っていきたい

酒巻 広明議員
H I R O A K I S A K A M A K I

町
長　

平
成
30
年
２
月

末
現
在
、
用
地
買
収
及

び
建
物
補
償
に
つ
い
て
、

関
係
地
権
者
の
98
％
で
、

引
き
続
き
交
渉
を
進
め

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

に
、
道
路
築
造
工
事
に
着

手
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
向

け
に
配
布
さ
れ
た
、
町
の

Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
興

味
を
持
っ
た
方
は
い
る
の

か
。

町
長　

町
内
施
設
や
観

光
地
な
ど
に
立
ち
寄
り
、

興
味
の
あ
る
飲
食
店
で
食

事
や
買
い
物
な
ど
を
さ
れ

た
方
も
た
く
さ
ん
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

問　
都
市
計
画
区
域
区
分

の
見
直
し
を
す
る
考
え
は
。

町
長　

人
口
減
少
下
で

も
市
街
地
整
備
に
対
す
る

ス
タ
ン
ス
が
「
拡
大
」
か

ら
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
へ
と

転
換
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
街
化
区
域
が
全
て
埋

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
既
存
の
市
街
化

区
域
へ
の
誘
導
や
調
整
区
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““千代田町千代田町””を応援してくださいを応援してください

つぶやき

寄附者は千代田町の
ファンです。ファン
を大切にすることで
更にファンが増えま
す。寄附事業の明確
化が大事です。

２年間を振り返っての
総括評価は

橋本 和之議員
KAZUYUKI HASHIMOTO

問　
町
長
就
任
後
、
２
年

間
の
総
括
評
価
と
今
後
の

重
点
目
標
は
。

町
長　

職
員
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
、
本
町
初

の
女
性
幹
部
職
員
の
登
用
、

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
郡
内

ク
ラ
ウ
ド
化
、
電
子
入
札

へ
の
移
行
、
災
害
協
定
な

ど
14
件
の
協
定
締
結
を
し
、

大
小
合
わ
せ
て
80
近
く
の

改
革
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
の
重
点
目
標
は
、
新
規

工
業
団
地
、
ジ
ョ
イ
フ
ル

本
田
西
側
の
商
業
用
地
、

都
市
計
画
道
路
の
延
伸
な

ど
の
課
題
を
着
実
に
進
め
、

町
発
展
の
土
台
と
な
る
成

果
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

問　

平
成
30
年
度
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
か
。

町
長　

放
課
後
子
ど
も

教
室
や
千
代
田
未
来
塾
、

寄
附
を
募
る
具
体
的
事
業
を
考
え
て

い
る
か

【
総
務
課
長
】　
重
要
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す

総
務
課
長　

地
域
的
な

課
題
や
現
代
的
な
問
題
な

ど
を
踏
ま
え
、
独
自
性
や

魅
力
あ
る
具
体
的
な
事
業

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、

寄
附
を
呼
び
か
け
て
行
く

こ
と
も
重
要
な
取
り
組
み

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
本
町
と
の
関

わ
り
が
深
ま
る
よ
う
な
仕

組
み
や
交
流
の
輪
が
広
が

る
よ
う
な
工
夫
も
検
討
し

て
い
き
た
い
で
す
。

健
康
と
ご
み
問
題
の
両
面

で
行
う
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

町
民
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

な
ど
を
行
い
ま
す
。

【 町長 】大小合わせて80近くの
　　　　改革をしました

問　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ

る
寄
附
の
使
途
項
目
で
の

選
択
割
合
と
具
体
的
な
使

用
先
事
業
は
。

総
務
課
長　

一
番
多
く

寄
附
を
寄
せ
ら
れ
た
の
が

文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
並
び
に
文
化
保
全
に
関

す
る
事
業
で
31
・
２
％
。

遠
距
離
通
学
者
の
助
成
金

や
お
も
て
な
し
マ
ラ
ソ
ン

に
使
用
し
ま
し
た
。

問　

今
後
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
は
具
体
的
に
何

の
目
的
で
寄
附
を
募
り
ど

の
よ
う
に
使
用
し
た
か
が

問
わ
れ
る
と
思
う
が
、
職

員
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
る

こ
と
や
、
返
礼
品
の
業
者

と
寄
附
事
業
を
一
緒
に
創

る
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。
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「クビアカツヤカミキリ」に注意「クビアカツヤカミキリ」に注意

クビアカツヤカミキリによる
被害状況は

大澤 成樹議員
N A R U K I  O S A W A

さくらが減らないように
しっかり植樹もして
ほしいなぁ～

つぶやき

問　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
の
調
査
方
法
及
び
被

害
状
況
は
。

町
長　

担
当
課
職
員
が

調
査
し
、
状
況
に
応
じ
て

関
係
団
体
や
管
理
委
託
業

者
に
指
示
し
ま
し
た
。
被

害
は
全
体
で
桜
等
１
１
３

本
で
す
。

　
問　
被
害
を
拡
大
さ
せ
な

い
対
策
と
今
後
の
課
題
は
。

町
長　

被
害
木
の
多
い

施
設
は
管
理
委
託
業
者
に
、

そ
の
他
は
施
設
管
理
者
が

防
除
し
ま
し
た
。
定
期
的

な
調
査
を
行
い
被
害
木
に

つ
い
て
早
い
段
階
で
防
除

す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
事
業
所
・
個
人
所
有

樹
木
の
被
害
状
況
は
。
被

害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

の
活
動
は
。

町
長　

神
社
の
１
本
で

す
。
個
人
敷
地
内
の
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
に

正
し
い
知
識
・
情
報
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。

問　
こ
の
町
か
ら
桜
が
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
対
策
は
。

町
長　

今
あ
る
被
害
を

食
い
と
め
ら
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
種
類
の
サ
ク
ラ
の
植

樹
に
つ
い
て
は
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【 町長 】桜など113本です

問　
所
有
者
不
明
土
地
の

存
在
と
現
状
は
。

町
長　

全
て
を
把
握
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
制
度
改
正
等
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問　
近
隣
住
民
へ
の
影
響

と
、
ま
ち
づ
く
り
や
防
災

の
観
点
か
ら
行
政
へ
の
影

響
は
。

町
長　

土
地
所
有
者
の

責
任
の
も
と
適
正
に
管

理
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
１

件
の
苦
情
が
あ
り
ま
し

た
。
行
政
運
営
に
支
障
の

出
な
い
よ
う
対
策
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
所
有
者
不
明
土
地
を

増
や
さ
な
い
、
減
ら
し
て

い
く
本
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

農
地
は
、
経
済

課
、
更
に
宅
地
等
は
都
市

整
備
課
、
横
の
連
携
を
と

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

所
有
者
不
明
土
地
の
存
在
は

【
町
長
】　

全
て
を
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん

提供：群馬県環境森林部自然環境課提供：群馬県環境森林部自然環境課
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川田 延明（委員長）
酒巻 広明（副委員長）
柿沼 英己
小林 正明
大澤 成樹

主
な
質
疑

問
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
の
出
品
物
の
種
類
、

ま
た
予
定
価
格
は
ど
の
よ

う
に
決
め
る
の
か
。

答
役
場
庁
舎
内
で
ま
と

め
て
い
ま
す
が
、
図
鑑
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
レ
ジ

ス
タ
ー
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

な
ど
で
す
。

　

出
品
す
る
予
定
の
写
真

や
申
請
書
類
は
各
課
で
取

り
ま
と
め
提
出
し
て
も
ら

い
、
財
務
課
で
確
認
し
な

が
ら
予
定
価
格
を
設
定
し

ま
す
。

問
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
と

災
害
協
定
を
結
ん
だ
が
災

害
時
の
収
容
人
数
は
。

答
１
人
あ
た
り
１
・
８

ｍ
×
０
・
91
ｍ
を
収
容
面

積
と
し
て
い
ま
す
。
ジ
ョ

イ
フ
ル
本
田
に
つ
い
て
は

１
２
０
０
名
収
容
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

                            

問
適
応
指
導
教
室
の
指

導
者
の
人
材
確
保
は
。

答
ホ
ッ
ト
ル
ー
ム
に
つ

い
て
は
別
室
登
校
室
と
し

て
そ
の
ま
ま
中
学
校
に
残

し
ま
す
。
町
民
プ
ラ
ザ
の

新
し
い
教
室
に
つ
い
て
は

教
員
資
格
を
持
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
相
談
事
案
も
担
え

る
よ
う
な
指
導
員
の
配
置

を
行
い
ま
す
。

意
見
交
換

 

【
放
課
後
子
ど
も
教

室
・
千
代
田
未
来
塾

 

に
つ
い
て
】

議
員

ど
の
よ
う
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行

う
の
か
。

執
行
部

読
み
聞
か
せ

や
昔
遊
び
や
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
場
合
は
体

育
館
を
使
用
し
た
り
内
容

に
沿
っ
た
場
所
で
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

議
員

本
人
や
保
護
者

に
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

活
動
内
容
を
示
し
た
ら
ど

う
か
。　

執
行
部

今
後
、
魅
力

的
か
つ
具
体
的
な
も
の
を

出
席
カ
ー
ド
に
記
載
し
参

加
し
た
い
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
内
容
に
し
て
い
き
ま

す
。

【
お
も
て
な
し

マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
】

議
員

選
手
だ
け
で
な

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
町
外

か
ら
募
集
し
た
ら
ど
う
か
。

執
行
部

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が
高

く
専
用
サ
イ
ト
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
申
し
込
み
で
き

る
よ
う
で
す
の
で
、
検
討

し
な
が
ら
広
く
募
集
し
て

い
き
ま
す
。

議
員

ネ
ギ
の
販
売
が

好
評
だ
っ
た
が
今
後
は
ど

う
す
る
か
。

執
行
部

特
産
物
や
加

工
食
品
、
饅
頭
や
蜂
蜜
を

販
売
し
て
い
る
方
な
ど
に

声
を
か
け
て
、
地
元
の
物

産
を
販
売
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ

う
な
ブ
ー
ス
の
拡
充
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

≫放課後子ども教室 ･千代田未来塾の進捗、おもてなしマラソンの総括についての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

≫主な所管事務について
総　務　課…新たな災害協定について
　　　　　　サイバー攻撃訓練について　　　
財　務　課…平成29年度町税の収納状況について
　　　　　　官公庁オークションについて

会　計　課…基金の債権による運用の取り組み
　　　　　　について
教育委員会…放課後子ども教室・千代田未来塾
　　　　　　について
　　　　　　小中学校の防災教育について

　新たに施設を整
備する事により、
最大60名の児童を
収容でき、学校側
と互いに干渉し合
わない環境を整え
ることが出来まし
た。木をふんだん
に使った暖かみの
ある木造の平屋建てで、延べ床面積は約50坪です。
　この完成を持ちまして東西小学校に独立した学童クラブが
それぞれ揃いました。

大谷　純一　記
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髙橋 祐二（委員長）
大谷 純一（副委員長）
青木 國生
細田 芳雄
森　 雅哉
橋本 和之

主
な
質
疑

問
健
康
診
断
の
一
人
当

た
り
の
町
の
負
担
は
い
く

ら
か
。

答
左
表
等
の
健
診
が

町
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
対
象
は
あ

り
ま
す
。

問
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
の

物
産
展
で
は
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
た
か
。

答
今
回
は
業
者
自
ら
品

物
を
販
売
し
商
品
も
Ｐ
Ｒ

で
き
ま
し
た
。
役
場
職
員

も
６
名
同
行
し
町
の
Ｐ
Ｒ

も
で
き
ま
し
た
。

問
今
年
度
か
ら
米
の
生

産
調
整
が
な
く
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
に
な
る
の
か
。

答
価
格
の
暴
落
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
県
で
は
目

安
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
加
工
米
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
通
り
補
助

金
を
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換

 

【
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
】

議
員

農
業
を
や
っ
て

い
る
青
年
の
方
か
ら
田
ん

ぼ
を
広
く
し
て
ほ
し
い
と

の
話
が
あ
る
が
、
町
は
畦け

い

畔は
ん

（
田
畑
の
境
）
を
外
す

事
業
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

執
行
部

区
画
拡
大
は

力
を
入
れ
る
べ
き
事
業
で

あ
る
が
地
権
者
等
の
考
え

も
あ
り
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度

の
面
積
が
ま
と
ま
れ
ば
実

施
可
能
で
す
。

【
商
業
施
設
に
つ
い
て
】

議
員

商
工
会
青
年
部

か
ら
町
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
作
れ
な
い
か

と
い
う
話
が
あ
る
が
。

執
行
部

商
工
会
と
し

て
本
気
で
や
る
気
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
出
資
金
等

も
出
し
て
い
た
だ
き
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
】

議
員

近
隣
の
町
で
は

出
産
し
た
時
に
祝
い
金
を

出
し
て
い
る
が
。

執
行
部

過
去
は
平
成

10
年
度
〜
16
年
度
ま
で
第

3
子
に
10
万
円
支
給
し
て

い
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財

源
で
す
の
で
今
後
は
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

住民福祉課…ひとり親家庭の入学支度金、東小学
　　　　　　童クラブ、他について
環境保健課…フードドライブ、健康診断について

≫ほ場整備、商業施設、子ども出産祝い金についての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

都市整備課…ふれあいタウンちよだ分譲状況、
　　　　　　舞木土地区画整理組合について
経　済　課…ぐんまちゃん家の物産展、農業再
　　　　　　生協議会開催について

≫主な所管事務について

健診（検診）名 主　な　内　容 費　用 町負担
基 本 健 診 約10,000円 約10,000円
大腸がん検診 約 2,000円 約 1,500円

胃がん検診
胃内視鏡検査（50歳以上） 15,520円 13,520円
胃X線検査（バリウム検査）（40歳以上） 5,503円 5,003円

子宮がん検診
（20歳以上）

集団検診 5,504円 5,004円
個別検診 6,718円 6,218円

　これまで東小学童
クラブは東小の空き教
室を利用し運営してい
ましたが、特に夏休み
など利用希望者数に対
し、手狭であることと、
学校側との調整が困難
な場合がありました。

福祉産業常任委員会　管内視察

東小学童クラブ完成
平成30年３月16日（金）　場所：東小学童クラブ
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　「みどりのアトリエ」では、絵を描く
ことが好きなメンバーが水彩画、油絵、
パステル画、水墨画など色々な種類の
作品制作に取り組んでいます。
　みんなで楽しく作品について語り合
い、希望すれば町の文化祭や東毛フェ
スティバルなどで作品を発表できます。
　活動日は毎月１回、第２土曜日の午
後１時～午後４時半で、現在は15名
のメンバーがいます。
　また、春と秋には、気持ちの良い外
に出てスケッチを楽しんだりもしてい
ます。
　町内在住・在勤の方など、ぜひ気軽
に見学に来てください。
　入会も随時受け付けております。
　初心者大歓迎です。
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元気の源
千代田町の みなもと

Vol.36

会議録は町のホームページからご覧になれます

今号の表紙
3月24日、保健センター栄養指導室にて「子ども
料理教室」が開催されました。
東西25人の小学生が参加し前菜からデザートまで
４品作りました。
馴れない包丁に悪戦苦闘。でも、おいしくできまし
た。おうちに帰ってまた挑戦だね。
議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

昭和61年から30年以上も続いている
会だそうです。みなさん一人ひとりが楽
しんで取り組んでいらっしゃるので、こ
れほど長く続いているのではないかなぁ
と感じました。　　　　　　   森・橋本

次回の定例会は、

　６月７日（木）～６月14日（木）の予定です
　　　　（一般質問は初日の午前９時からです）

みどりのアトリエ
代表者：金子孝男さん（舞木）

外に出て
スケッチをしてみませんか

取材
議員の

ひとこと


